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4. 考察と結論 

今回の調査結果から、介護者が排泄介護に対する負担を大きく感じている実態が明らか
になった。介護の人手不足の現実ともつながるが、介護現場の負担軽減は今後の大きな課題
である。その中で、介護ロボット導入に対しては大きな期待が寄せられていることが示され
た。 

特に勤務の負担が大きい夜勤時での導入に対しては約 80%の回答者が前向きだった。ま
た日中・夜間を通しての導入を期待する回答も全体で約 28.4％となっており、排泄介護の
負担の大きさが窺われる。一方で、機器利用を不要とする回答も約 20％ある。排泄状況の
確認が体調把握の重要な指標となることから、全て機器任せにすることの抵抗感があるも
のと推測できる。 

利用者の重度化傾向のある中での機器利用の意欲が示される一方で、居室へのトイレ設
置については前向きな回答が多かった。今後の居室整備のあり方への示唆を与える結果で
もある。いずれの結果も施設による差異もある。各施設が置かれている状況（人員規模や夜
勤体制等）や建築計画的な側面（トイレの位置など）も影響しているものと考えられる。 

なお、本報告の付録として以下の図を掲載している。 
図 6 調査施設別 回答者の勤務年数 
図 7 調査施設別 「トイレへの誘導」への負担感 
図 8 調査施設別 「排せつ物の処理」への負担感 
図 9 調査施設別 「陰部の洗浄・清拭」への負担感 
図 10 調査施設別 オムツ交換の過程における最も負担を感じる過程 
図 11 施設型別 日中（日勤時間帯）での排泄介護の負担感 
図 12 施設型別 夜間（夜勤時間帯）での排泄介護の負担感 
図 13 施設型別 「トイレへの誘導」への負担感 
図 14 施設型別 「排せつ物の処理」への負担感 
図 15 施設型別 「陰部の洗浄・清拭」への負担感 
図 16 施設型別 オムツ交換の過程における最も負担を感じる過程 
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?@ABCSZ[DERòWcw?§¨F©ª[«¬CYFùû�ÇFÉÑRÖÜcWáà

âä`xãFÖåçéÅâáWáAèê,

１．非常に負担が重いと感じる ２．負担が重い  

３．それほど負担が重いとは感じない ４．全く負担が重いとは感じない 

­®¯°±F²³RòWcQRÇF²³U´µoÖÜcWáàâê

¶&·´µoÖÜ¸²³（番号で&Bお答え下さい）

¹ºF»â´µoÖÜ¸²³があれば ¼ B½¾（なければ記載不要）

１．オムツの着脱 ２．陰部洗浄 ３．清拭 ４．体位交換 ５．シーツ交換 

６．皮膚の確認 ７．軟膏処置 ８．いずれも特に負担を感じない 

添付資料のような排せつを支援する機器があります。装着すれば、大小の排せつを自動感

知し、即座に排出し、陰部の洗浄・乾燥を行うもので、介護職員の「排せつ」介助・支援の

時間と手間を軽減することが期待されます。実証実験（調査）では、この機器利用により、

排せつに係る時間の短縮、褥瘡の改善などが報告されており、今秋からいくつかの施設で

正式導入も決まっています。 

¿¿Å�wQRST%UVvw?@ABCR´À~SZ[DEUÁÂ~XRÃpcF¿FÉ

Ñ~LMFÄPRBWcw`xãFòÅÆ\òÇâAvÈÉWê,

１．「排せつ」介助・支援は人が行うべきであると考えるので機器の利用は不要。 

２．日中（職員がいる日勤時間帯）は職員による「排せつ」介助・支援を前提として、夜 

間（職員が少ない夜勤時間帯）は機器を活用することがよい。 

３．日中・夜間とも、可能な限り機器を活用して「排せつ」に関わる労力を軽減すること 

が望ましい。 

ÄPÊFV%ËoWÑÌÍÎÅF?SThiFÏÐ¾YFJôöiÑCRBWcẁ xãF

ÅÆ\òÇâAvÈÉWê,

１．本人が利用可能かどうかに関わらず、居室内に設置するのが望ましい。 

２．居室内には不要だが、居室から出た近いところに設置するのが望ましい。 

３．施設内に分散して設けられていることでよい。 

以上でアンケート調査は終わりです。ご協力ありがとうございました。 

調査にご協力下さった方にはわずかで恐縮ですが謝礼（QUO カード 500 円分）を差し上げることとしています。謝礼

の配付のため、回答者のお名前を確認させていただく必要があります。後日、法人様にお届けし、回答者様にお渡しい

ただくこととします。そのための回答者様のお名前の記載をお願いします。 

なお、お名前の記載については、謝礼の配付のみに活用するもので、アンケートの回答の集計に用いるものではあり

ません。また回答の内容が今後の勤務等に影響すること、不利益を生じることは一切ございません。（法人様には集計の

結果のみ提供し、個々の回答は提供しません） 

お名前 

【調査に関するお問い合わせ】 

東北工業大学建築学部 教授 石井敏 

ishiis@tohtech.ac.jp 

022-305-3612
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